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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
２
０
０
９
　
ｔ
ｈ

ｅ
ｍ
ｅ
　
東
方
罪
務
葬
～
ｃ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
０
６
Ｉ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
罪
務
葬
そ
れ
は
、
罪
を
犯
し
て
い
る
者
を
葬
る
者
達
の
、
熱
き
戦
い
を
か
き

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
　
説
明
の
弐
千
九
（
前
書
き
）

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
小
説
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
　
説
明
の
弐
千
九

こ
の
小
説
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
繰
り
広
げ
た
列
伝
だ
け
を
集
め
た

誰
で
も
納
得
は
、
行
く
物
語
で
あ
る
。

東
方
罪
務
葬
と
は
、
み
ん
な
か
ら
善
業
の
よ
う
に
思
え
た
行
動
が
罪
深
き
行
動

と
な
り
そ
れ
を
つ
ぶ
す
者
が
罪
務
葬
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

此
の
東
方
罪
務
葬
は
、
一
つ
の
お
話
が
完
結
型
に
な
っ
て
い
る
。

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
の
お
話
で
は
、
闇
隠
れ
の
里
に
関
す
る
こ
と
を
、
綴
る
。

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
で
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
に
関
す
る
こ
と

を
綴
る
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
３
で
は
、
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
に
関
す
る
こ
と
を
綴
る
。

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
で
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
に
関
す
る
こ
と
を
綴
る
。

ｌ
ａ
ｓ
ｔ
　
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
で
は
、
サ
イ
エ
レ
ン
ス
に
関
す
る
こ
と
を
綴
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
ま
と
め
と
な
る
。

彼
等
は
、
何
の
た
め
に
、
罪
務
葬
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
か
？

其
の
真
相
が
、
開
か
さ
れ
る
。

「
何
や
ら
凄
い
展
開
に
な
り
そ
う
だ
。
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
　
説
明
の
弐
千
九
（
後
書
き
）

ブ
ロ
グ
も
見
に
来
て
下
さ
い
、
あ
と
、
こ
の
小
説
は
少
し
だ
け
影
響
し
ま
す
。

東
方
と
ナ
ル
ト
に



6

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
　
闇
隠
れ
の
里
の
歴
史
～
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
が
闇
影
に
な
る
ま
で
～
（
前
書
き
）

う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
と
う
ち
は
タ
グ
ラ
と
水
銀
ザ
ク
ロ
の
三
人
の
歩
み
が
わ
か

り
ま
す
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
　
闇
隠
れ
の
里
の
歴
史
～
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
が
闇
影
に
な
る
ま
で
～

ナ
ル
ト
の
第
一
部
開
始
の
前
、
５
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

闇
隠
れ
暁
三
人
衆
は
、
木
の
葉
隠
れ
を
襲
撃
し
た
。

九
尾
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
バ
レ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

闇
隠
れ
の
里
は
、
日
差
し
が
強
か
っ
た
。
二
代
目
ま
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
な

か
っ
た
。

三
代
目
闇
影
の
仕
業
だ
っ
た
。

暁
の
一
人
、
ゼ
ツ
は
、
三
代
目
闇
影
は
人
柱
力
の
可
能
性
が
あ
る
と
強
く
示
し

た
。
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六
尾
の
人
柱
力
は
、
三
代
目
闇
影
と
知
っ
た
闇
隠
れ
暁
三
人
衆
。

速
攻
進
み
始
め
た
が
、
そ
こ
に
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
も
知
る
う
ち
は
マ
ダ
ラ
に

出
会
っ
た
。

「
イ
タ
チ
の
や
つ
が
言
っ
て
い
た
通
り
、
マ
ダ
ラ
無
事
だ
っ
た
の
か
。
」

「
六
尾
の
人
柱
力
は
、
闇
影
だ
。
」

闇
隠
れ
の
里
は
、
や
は
り
日
差
し
が
強
か
っ
た
。

「
三
代
目
闇
影
の
野
郎
、
ど
う
や
ら
我
々
の
里
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
ん
じ

ゃ
ね
ぇ
の
か
。
」
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水
銀
ザ
ク
ロ
が
そ
う
言
う
。

「
確
か
に
、
冥
府
に
近
い
此
の
良
い
里
を
破
壊
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
タ
グ

ラ
も
そ
う
思
う
だ
ろ
。
」

「
そ
う
だ
な
、
兄
さ
ん
。
」

「
人
柱
力
狩
り
は
、
我
々
の
正
義
の
た
め
に
殺
る
ぞ
」

「
よ
し
」

「
金
属
術
偽
露
鎮
」

門
を
破
壊
し
た
。
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「
万
華
鏡
写
輪
眼
」

蒼
い
眼
、
ご
く
普
通
の
万
華
鏡
写
輪
眼
と
は
違
う
突
然
変
異
し
た
写
輪
眼
。

そ
う
逆
の
効
果
が
現
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

普
通
は
、
失
明
と
死
を
も
た
ら
す
危
険
な
眼
だ
が
、
此
の
眼
は
違
う
。

千
里
眼
を
与
え
、
不
老
不
死
に
す
る
と
い
う
眼
で
あ
る
。

三
代
目
闇
影
と
の
対
決
が
始
ま
っ
た
。

「
六
尾
は
、
暁
の
下
で
死
ね
。
」
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「
時
空
狩
り
」

三
代
目
闇
影
の
上
に
、
ザ
ク
ロ
が
。

「
金
属
術
冷
酷
惨
殺
葬
」

三
代
目
闇
影
の
左
肩
と
右
肩
か
ら
血
が
流
れ
て
い
た
。

「
闇
隠
れ
の
里
は
、
冥
府
に
一
番
近
い
場
所
、
そ
ん
な
場
所
に
太
陽
は
い
ら
な

い
。
そ
ん
な
秩
序
を
乱
す
よ
う
な
ら
ば
貴
様
を
、
狩
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の

だ
か
ら
な
。
」
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六
尾
が
現
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
狙
い
通
り
だ
ぜ
、
兄
さ
ん
。
」

「
あ
あ
、
あ
の
崩
壊
し
始
め
た
闇
を
直
す
。
」

「
東
照
」

紫
の
雷
が
六
尾
の
動
き
を
封
じ
た
。

時
空
と
時
の
流
れ
が
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
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そ
う
こ
れ
が
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
の
禁
じ
て
い
る
幻
術
だ
。

六
尾
は
、
次
第
に
意
識
が
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
三
途
が
ド
ル
レ
イ
ン
の
幻
術
に
気
づ
い
た
の
か
、
刀
で
ド
ル
レ
イ
ン

の
心
臓
を
一
突
き
し
た
。

「
や
っ
た
か
」

と
思
い
き
や

「
お
前
に
こ
の
俺
は
倒
せ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
死
な
な
い
の
だ
か
ら
。

」
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「
東
照
」

三
途
と
三
代
目
闇
影
は
、
苦
し
ん
で
い
た
。

ザ
ク
ロ
が
三
代
目
闇
影
の
足
に
ナ
イ
フ
を
５
０
本
突
き
刺
し
た
。

「
六
尾
捕
獲
完
了
。
」

三
途
は
ド
ル
レ
イ
ン
を
殺
そ
う
と
し
た
の
だ
が
・
・
・
・
・
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右
頬
を
深
く
切
ら
れ
た
三
途
。

「
闇
影
の
剣
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
か
お
前
。
」

「
四
代
目
闇
影
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
と
い
う
こ
と
だ
。
」

「
三
途
よ
、
こ
の
三
人
が
、
暁
に
入
っ
た
な
ん
て
真
っ
赤
な
嘘
。
つ
ま
り
三
代

目
闇
影
の
罪
を
許
さ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
三
途
よ
、
貴
様
は
、
闇
隠
れ
の
里

か
ら
永
久
追
放
だ
。
」

「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
許
さ
れ
る
か
」

「
金
属
術
死
音
刃
好
射
」
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四
代
目
闇
影
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
闇
隠
れ
の
里
の
長

と
な
っ
た
。

闇
隠
れ
の
里
は
、
再
び
暗
闇
に
包
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

「
闇
隠
れ
は
こ
ん
な
感
じ
で
い
い
な
、
ね
っ
兄
さ
ん
。
」

「
そ
う
だ
な
。
」

う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
の
テ
ー
マ
曲
　
　
闇
影
と
し
て
～
ｄ
ａ
ｒ
ｋ
　
ｏ
ｆ
　
ｌ

ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ

う
ち
は
タ
グ
ラ
の
テ
ー
マ
曲
　
　
　
円
陣
の
時
空
の
様
に
漂
え

水
銀
ザ
ク
ロ
の
テ
ー
マ
曲
　
　
金
属
と
蒼
い
真
実
～
ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
　
ｂ
ｌ
ｏ
ｏ

ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
　
　
　
闇
隠
れ
の
里
の
歴
史
～
う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
が
闇
影
に
な
る
ま
で
～
（
後
書
き
）

い
き
な
り
三
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
。
し
か
も
二
人
は
同
じ

血
継
限
界
を
持
ち
、
一
人
は
違
う
血
継
限
界
を
持
つ
ん
で
す
よ
。
う
ち
は
ド
ル

レ
イ
ン
は
二
つ
も
血
継
限
界
持
っ
て
い
ま
す
。

次
回
予
告
で
す
が
、
あ
の
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
と
ナ
ツ
ト
ウ

ダ
イ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
軍
曹
の
軍
人
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
デ
ビ
ル
コ
ン
ビ
が
登
場

し
ま
す
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
　
　
　
　
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
Ｖ
Ｓ
赤
夜
ナ
チ
ス
最
終
決
戦
～
戦
争
の
罪
を
償
え
～
（
前
書
き
）

東
方
植
物
戦
争
記
の
最
終
回
の
ネ
タ
ば
れ
に
な
り
そ
う
な
感
じ
で
す
が
、
あ
っ

ち
は
、
あ
っ
ち
で
作
る
の
で
少
し
宣
伝
が
あ
り
ま
す
後
書
き
に
て
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
　
　
　
　
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
Ｖ
Ｓ
赤
夜
ナ
チ
ス
最
終
決
戦
～
戦
争
の
罪
を
償
え
～

植
物
平
和
連
合
軍
は
、
数
々
の
ナ
チ
ス
科
の
敵
と
戦
っ
た
。

闘
い
は
、
終
わ
り
に
近
づ
い
た
。

「
大
佐
殿
、
ナ
チ
ス
科
が
要
塞
ご
と
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
ま
す
。
」

「
迎
撃
の
準
備
を
し
た
ま
え
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
、
彼
は
平
和
を
作
り
出
す
程
度
の
能
力

を
持
つ
。
彼
は
平
和
を
穢
さ
れ
る
の
が
嫌
い
で
穢
し
た
者
を
見
る
と
、
気
が
ふ

れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
か
軍
人
よ
り
も
怖
い
殺
戮
方
法
で
、
平
和
穢
し
た
者

を
幾
度
も
殺
し
て
い
る
。
其
の
殺
し
た
者
の
血
が
軍
服
に
付
着
す
る
こ
と
か
ら
、

軍
人
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
デ
ビ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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ど
う
や
ら
彼
は
、
前
に
殺
し
た
敵
の
血
を
ワ
イ
ン
に
し
て
飲
ん
で
い
る
。

「
要
塞
が
で
か
い
な
、
変
形
シ
ス
テ
ム
ま
で
あ
る
。
」

「
大
佐
殿
、
敵
の
シ
ス
テ
ム
を
見
て
く
だ
さ
い
。
」

「
シ
ス
テ
ム
が
ケ
タ
は
ず
れ
だ
。
」

要
塞
弱
点
ポ
イ
ン
ト
解
析
中
・
・
・
・
・
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ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
　
?
六
五
弐
壱
四
参

弱
点
が
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

「
な
ん
て
こ
と
だ
、
読
み
取
れ
な
い
だ
と
。
」

ナ
チ
ス
科
の
要
塞
は
、
構
造
不
明
で
あ
る
。

「
迂
闊
に
攻
撃
が
で
き
な
い
。
」

ア
タ
ッ
ク
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第
一
セ
ッ
ト
が
変
形
し
た
。

そ
れ
以
降
、
ど
ん
ど
ん
、
変
形
し
て
い
っ
た
。

変
形
が
終
了
し
た
と
き
、
大
変
な
姿
に
変
貌
し
た
。

「
こ
れ
で
は
勝
て
な
い
ぞ
。
」
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軍
事
兵
器
の
一
つ
一
つ
が
、
破
壊
さ
れ
て
い
く
中
、

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
あ
る
技
を
繰
り
出
し
た
。

「
平
和
　
　
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
る
？
」

こ
の
弾
幕
は
、
命
中
し
た
。

壊
れ
ゆ
く
要
塞
か
ら
、
逃
げ
て
き
た
、
ナ
チ
ス
科
が
現
れ
た
。
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ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
紫
色
の
翼
を
広
げ
た
。

広
げ
た
翼
の
下
端
に
は
、
鋭
い
針
み
た
い
な
の
が
あ
る
。
伸
縮
自
在
な
た
め
か
、

一
気
に
攻
め
れ
る
。

「
和
解
　
引
き
裂
か
れ
た
平
和
」

ナ
チ
ス
科
の
軍
隊
は
、
一
気
に
倒
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
禁
忌
　
　
お
ふ
ざ
け
は
許
さ
な
い
」

「
和
親
　
　
殺
し
た
相
手
は
戻
ら
ん
」
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二
つ
の
弾
幕
は
、
全
て
を
破
壊
し
て
い
っ
た
。

平
和
を
導
く
に
あ
ま
り
に
遠
い
技
だ
ろ
う
か
。

「
平
和
　
　
　
首
の
な
い
平
和
」

赤
夜
ナ
チ
ス
が
現
れ
た
。

「
銀
殺
傷
　
　
消
滅
感
懐
」
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「
禁
忌
　
　
ク
ラ
ウ
・
ソ
ラ
ス
」

赤
夜
ナ
チ
ス
は
苦
し
め
ら
れ
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
之
を
機
に
攻
撃
で
き
る
体
制
と
な

っ
た
。

「
平
和
　
ヘ
ル
・
ピ
ー
ス
・
ア
ワ
ー
ド
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ン
グ
」

星
マ
ー
ク
か
ら
四
角
が
描
か
れ
そ
の
あ
と
丸
が
、
そ
し
て
三
角
が
描
か
れ
た
。

そ
れ
も
無
数
に
。
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「
何
を
す
る
気
だ
。
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」

「
こ
れ
で
仕
留
め
る
」

弾
幕
が
赤
夜
ナ
チ
ス
を
襲
い
始
め
た
。

「
加
勢
す
る
ぜ
、
大
佐
殿
」

「
ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
軍
曹
か
。
」

「
口
論
　
　
仕
業
目
の
速
さ
去
り
て
」
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槍
の
よ
う
な
感
じ
で
弾
幕
が
赤
夜
ナ
チ
ス
に
襲
い
始
め
た
。

「
最
強
平
和
　
　
平
和
穢
し
た
ら
殺
す
」

と
ん
で
も
な
い
弾
幕
が
、
ナ
チ
ス
科
を
全
滅
さ
せ
た
。

植
物
に
平
和
が
再
び
訪
れ
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
と
ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
軍

曹
は
、
紅
魔
館
に
向
か
っ
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
の
テ
ー
マ
曲
　
残
酷
的
軍
歌
～
紅
き
平

和
願
望
七
条
約
～
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ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
軍
曹
の
テ
ー
マ
曲
　
速
さ
も
焦
り
も
こ
の
刹

那
で

赤
夜
ナ
チ
ス
の
テ
ー
マ
曲
　
　
　
亡
い
者
に
云
え
～
ａ
ｌ
ｌ
　
Ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
　
ｌ

ｉ
ｓ
ｔ
～
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
　
　
　
　
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
Ｖ
Ｓ
赤
夜
ナ
チ
ス
最
終
決
戦
～
戦
争
の
罪
を
償
え
～
（
後
書
き
）

次
回
は
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
の
切
な
い
気
持
が
つ
い
に
明
ら
か
に

っ
て
か
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
怖
い
な
～

あ
る
意
味
フ
ラ
ン
よ
り
も
怖
い
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
３
　
　
　
冥
府
が
作
っ
た
最
凶
の
剣
～
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
の
怒
り
が
惑
星
を
狂
い
斬
る
～
（
前
書
き
）

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
の
秘
密
が
明
ら
か
に
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
３
　
　
　
冥
府
が
作
っ
た
最
凶
の
剣
～
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
の
怒
り
が
惑
星
を
狂
い
斬
る
～

ア
ン
ゴ
ル
一
族
で
い
ま
い
ち
行
動
範
囲
が
狭
い
、
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
友
人
の

ア
ン
ゴ
ル
一
族
が
あ
る
惑
星
の
罪
を
払
い
に
行
っ
て
く
る
と
宣
告
し
、
そ
の
後

連
絡
が
取
れ
な
い
。

「
何
か
、
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
」

心
配
に
な
っ
た
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。

「
な
っ
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
あ
の
惑
星
に
俺
の
親
友
た
ち
が
殺
さ
れ
た
だ
と
。
」

あ
の
惑
星
の
名
前
は
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
と
い
う
惑
星
だ
っ
た
。
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こ
の
惑
星
の
住
民
は
、
他
の
異
星
人
を
サ
イ
コ
ロ
で
振
っ
た
数
だ
け
、
殺
す
と

い
う
酷
い
惑
星
だ
と
い
う
。

そ
の
惑
星
に
怒
り
を
も
っ
た
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
、
そ
の
惑
星
を
破
壊
し
た
い

気
持
ち
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
惑
星
は
、
異
星
人
を
殺
す
た
び
正
当
防
衛
と
し
て
惑
星
の
住
民
が

喜
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、

「
魂
魄
に
な
ぜ
か
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
の
ル
シ
フ
ァ
ー
・
セ
イ
バ
ー
を
ア

ン
ゴ
ル
＝
水
素
に
託
そ
う
。
」
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「
俺
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
か
？
」

「
冥
府
の
剣
に
選
ば
れ
た
者
は
、
名
が
そ
の
剣
に
刻
ま
れ
の
で
す
。
」

「
そ
れ
で
わ
か
っ
た
の
か
。
」

「
あ
な
た
は
、
惑
星
の
罪
を
そ
れ
で
斬
り
裂
く
が
い
い
、
そ
う
己
が
怨
む
星
た

ち
を
」

「
拙
者
は
、
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
こ
れ
よ
り
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
を
滅
す
る
。
」

そ
し
て
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
へ
向
か
っ
た
。
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「
ア
ン
ゴ
ル
一
族
の
野
郎
が
来
た
ぞ
殺
れ
ー
」

「
恨
み
度
壱
萬
、
霧
鷺
一
閃
」

サ
イ
コ
ロ
シ
星
の
大
気
の
５
０
％
を
奪
っ
た
。

「
次
第
に
つ
ら
く
な
っ
て
き
た
ー
」

「
恨
み
度
参
萬
、
最
塹
壕
菊
斬
」

住
民
は
、
切
り
裂
か
れ
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
が
血
の
海
に

「
拙
者
の
友
人
を
殺
し
た
罪
を
償
え
、
恨
み
度
九
兆
九
千
九
百
九
拾
九
億
九
千

九
百
九
拾
九
萬
九
千
九
百
九
拾
九
、
黙
示
録
撃
斬
」

は
る
ま
げ
ど
ん
ざ
ん
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こ
う
し
て
彼
の
思
い
は
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
を
真
っ
二
つ
に
し
た
。

今
で
は
、
恨
み
度
を
使
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

「
こ
の
日
で
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
の
崩
落
１
５
年
か
。
」

一
輪
の
花
は
、
サ
イ
コ
ロ
シ
星
の
よ
う
に
汚
さ
れ
て
跡
形
も
な
く
消
え
た
。

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
の
テ
ー
マ
曲
　
惑
星
断
罪
破
滅
事
～
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｂ
ａ

ｒ
ｒ
ｅ
ｌ
　
ｊ
ｕ
ｄ
ｇ
ｅ
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
　
　
罪
消
し
た
神
の
子
孫
は
罪
を
操
る
神
様
～
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
思
い
～
（
前
書
き
）

今
回
は
少
し
切
な
い
で
す
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
　
　
罪
消
し
た
神
の
子
孫
は
罪
を
操
る
神
様
～
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
思
い
～

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
神
に
な
っ
て
早
、
６
世
紀
も
時
は
流
れ
た
。

そ
の
子
孫
が
誕
生
し
た
。
そ
の
名
は
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト

彼
は
イ
エ
ス
と
は
違
い
、
生
き
物
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
罪
を
自
由
に

操
る
程
度
の
能
力
を
得
て
い
た
。

そ
の
た
め
か
、
ヤ
マ
ザ
ナ
ド
ゥ
が
、
困
っ
て
い
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
神
と
し
て
は
天
然
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

「
私
に
は
、
罪
を
操
り
其
れ
を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
」
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あ
る
日
、
神
々
の
大
集
会
が
あ
っ
た
。
そ
う
宗
教
関
係
な
く
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
退
屈
な
顔
を
し
て
い
た
。

加
菜
子
は
新
た
な
神
を
見
た
。

「
あ
れ
が
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
か
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
を
下
ろ
し
た
。

「
私
の
や
り
方
は
、
何
か
不
吉
を
呼
び
そ
う
だ
。
」

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
の
存
在
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
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イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
神
と
な
っ
た
五
世
紀
後
誕
生
し
た
神
的
な
魔
物
。

そ
の
魔
物
は
、
人
の
心
を
喰
い
尽
く
し
自
殺
の
道
を
選
ば
せ
る
と
ん
で
も
な
い

魔
神
で
あ
っ
た
。

「
魔
物
の
罪
を
、
汚
し
て
み
よ
う
か
な
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
魔
物
に
向
か
っ
た
。

魔
物
は
、
日
本
に
い
た
。
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「
人
の
心
を
貪
れ
ば
貪
る
ほ
ど
、
お
い
し
い
」

「
そ
こ
ま
で
だ
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
が
現
れ
た
。

「
人
の
心
、
喰
う
な
、
死
の
鼓
動
を
呼
び
覚
ま
す
な
」

「
意
味
わ
か
ん
ね
ー
こ
と
を
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
」
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「
キ
リ
ス
ト
真
拳
奥
義
ク
ラ
イ
ム
・
ス
コ
ー
プ
」

厳
陣
罪

げ
ん
こ
ん
ざ
い

「
て
め
ー
、
俺
の
罪
を
見
や
が
っ
た
な
」

「
こ
れ
よ
り
貴
様
の
罪
を
書
き
換
え
て
、
弾
幕
に
し
て
貴
様
を
葬
る
。
」

「
で
き
ね
ぇ
ー
く
せ
に
」

「
罪
操
　
　
罪
の
進
行
は
永
遠
に
」
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「
な
っ
、
や
め
ろ
ー
」

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
は
消
え
て
な
く
な
っ
た
。

「
散
ら
さ
れ
た
罪
は
消
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
新
キ
リ
ス
ト
と
し
て
の

責
任
を
持
つ
。
」

そ
し
て
彼
は
闇
幻
想
郷
を
作
り
そ
こ
に
ぬ
い
ぐ
る
み
み
た
い
に
可
愛
い
生
き
物

を
生
ん
だ
。

し
か
し
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
は
死
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
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そ
う
、
あ
の
夜
明
頃
と
真
実
劇
の
異
変
を
持
た
す
こ
と
に
な
る
と
は
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
テ
ー
マ
曲
　
　
罪
操
り
し
其
の
神
～
ｎ
ｅ
ｗ
　

Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｇ
ｏ
ｄ
～

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
曲
　
　
人
の
心
を
食
ら
い
尽
く
す
神
～
ｄ
ａ

ｒ
ｋ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
 
 

ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｌ
　
ｇ
ｏ
ｄ
～
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
４
　
　
罪
消
し
た
神
の
子
孫
は
罪
を
操
る
神
様
～
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
思
い
～
（
後
書
き
）

次
回
は
つ
い
に
最
終
回
で
す
。
ご
期
待
を

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
っ
て
意
外
と
す
ご
い
っ
て
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
か
？
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エ
ピ
ロ
ー
グ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
５
　
　
　
　
サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
裏
切
ら
れ
た
師
匠
～
理
数
系
の
罠
～
（
前
書
き
）

サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
秘
密
が
あ
か
さ
れ
ま
す
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
５
　
　
　
　
サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
裏
切
ら
れ
た
師
匠
～
理
数
系
の
罠
～

「
ま
だ
お
前
は
、
理
数
系
真
拳
の
使
い
方
が
分
か
っ
て
お
ら
ん
の
う
」

サ
イ
エ
レ
ン
ス
は
９
歳
だ
っ
た
。

そ
の
修
業
は
１
０
年
の
歳
月
が
経
っ
た
。

サ
イ
エ
レ
ン
ス
は
１
９
歳
に
な
っ
た
そ
し
て
理
数
系
真
拳
を
う
ま
く
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
理
数
系
真
拳
極
奥
義
零
」

師
匠
が
突
然
攻
撃
し
て
き
た
。
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サ
イ
エ
レ
ン
ス
は
、
よ
け
た
が
攻
撃
は
鋭
か
っ
た
。

そ
う
コ
ン
パ
ス
だ
。
あ
の
コ
ン
パ
ス
を
と
る
た
め
な
ら
、
た
と
え
人
殺
し
で
も

し
て
み
る
。

し
か
し
そ
れ
は
、
全
部
、
師
匠
が
や
っ
て
い
た
こ
と
。
あ
の
コ
ン
パ
ス
を
壊
さ

な
け
れ
ば
。

「
理
数
系
真
拳
奥
義
３
２
０
＋
３
２
０
＋
３
２
０
＋
３
２
０
＋
６
５
０
」
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し
か
し
、
師
匠
は
技
を
切
り
裂
い
た
。

「
コ
ン
パ
ス
は
、
破
壊
で
き
る
も
ん
な
ら
、
や
っ
て
み
ろ
」

「
お
前
は
、
俺
を
利
用
し
た
罪
行
師
匠
だ
。
」

「
五
月
蝿
い
、
ク
ソ
が
、
理
数
系
真
拳
奥
義
コ
サ
イ
ン
」

「
理
数
系
真
拳
超
奥
義
太
陽
系
の
π
」
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戦
い
は
互
角
ど
ち
ら
も
勝
て
な
い
。

「
お
前
が
持
つ
、
コ
ン
パ
ス
は
、
俺
も
持
て
る
ぜ
」

コ
ン
パ
ス
を
召
喚
し
た
。

「
馬
鹿
な
、
こ
い
つ
は
８
ｔ
も
あ
る
ん
だ
ぞ
。
し
か
も
理
数
系
真
拳
の
使
い
手

で
は
な
い
貴
様
が
持
て
な
い
は
ず
じ
ゃ
？
」

「
俺
は
、
理
数
系
真
拳
の
使
い
手
だ
ー
。
理
数
系
真
拳
究
極
奥
義
皆
既
日
食
」

「
コ
ン
パ
ス
で
ガ
ー
ド
し
て
や
る
」
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師
匠
の
コ
ン
パ
ス
は
、
サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
コ
ン
パ
ス
が
貫
い
た
。

「
が
ハ
ッ
」

「
お
前
の
理
数
系
真
拳
は
俺
が
善
業
と
し
て
使
う
。
」

コ
ン
パ
ス
は
、
師
匠
の
心
臓
を
貫
い
て
い
た
。

サ
イ
エ
レ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
理
数
系
真
拳
の
理
を
知
っ
た
。

し
ん
じ
つ

「
俺
は
、
深
紅
を
見
す
ぎ
た
、
こ
れ
か
ら
は
闇
の
蒼
夜
を
見
る
」

あ
お
ぞ
ら
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サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
テ
ー
マ
曲
　
　
百
年
前
の
ハ
ジ
ケ
を
見
せ
て
や
る
ぜ
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エ
ピ
ロ
ー
グ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
５
　
　
　
　
サ
イ
エ
レ
ン
ス
の
裏
切
ら
れ
た
師
匠
～
理
数
系
の
罠
～
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
、
東
方
罪
務
葬
は
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
か
？

サ
イ
エ
レ
ン
ス
や
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
や
う
ち
は
ド
ル
レ
イ

ン
や
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
や
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
聞
き
覚
え
の

あ
る
オ
リ
キ
ャ
ラ
が
続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
方
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
に
も
若

干
な
が
ら
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
ナ
ル
ト
に
も
ね
。

で
は
、
感
想
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
次
回
作
は
、
ブ
ロ
グ
に
て
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

名
前
は
、
台
風
の
如
く
現
れ
て
～
ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｅ
　
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ｍ
で
す
の
で
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
こ
ち
ら

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｅ
ｕ
ｐ
ｈ
ｏ
ｒ
ｂ
ｉ
ａ
ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
ｏ
ｏ
ｎ
ｓ
．
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
ｓ

ｐ
ｏ
ｔ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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